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論文題目： スウェーデン語と日本語における役割語の対照研究 

                                 ―〈時代ことば〉を中心に― 

 学位申請者 Sven Sebastian Lindskog 

 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 金水 敏 

  副査 大阪大学教授 岡島 昭浩 

  副査 大阪大学准教授 岸本 恵実 

 

【論文内容の要旨】 

 本論文は、役割語の観点から、日本語とスウェーデン語の対照研究を試みるものである。役割語とは、話し手の

キャラクターと対応した発話スタイルのヴァリエーションを指し示す概念で、本論文では特に「時代ことば」を中

心に考察している。時代ことばとは、現代のことばではなく、古い時代に属するスタイルと感じさせるような話し

方で、物語の世界が過去のものであることや、当該の話し手が特に古風なキャラクターであることや、神仏が話す

時の厳かな雰囲気を醸し出していることなどを示すために用いられる。日本語においては、武士言葉、公家こと

ば、神様語、花魁ことば等がこの時代ことばに属するヴァリエーションとして知られているが、スウェーデン語で

は全般に役割語あるいはそれに類するスタイルのヴァリエーションについての研究が未だ手薄であり、研究のた

めの調査や手法などについて開拓していく必要がある。この点で、本論文は当該分野における先駆的な研究とし

て位置付けられる。以下、第 1章以降の構成と内容についてまとめることとする。 

 第 1 章は「役割語」の定義を述べる。第 2 章は調査方法と調査対象の作品について説明する。第 3 章では調査

結果を述べる。 

 第 3 章の１ではスウェーデン語と日本語の対訳テキストにおける時代ことばの例について示す。スウェーデン

語の作品としては『赤い部屋』を、日本語の作品としては『海辺のカフカ』を取り上げる。2では、日本語とスウ

ェーデン語の時代ことばの源泉の一つとなった聖書の翻訳について説明する。3では、シェークスピアの『ハムレ

ット』および『リア王』がスウェーデン語および日本語でどのように翻訳されたかという問題を取り上げ、両言語

の対照を見ていく。特に、原作に現れる royal we と呼ばれる、王のみが用いる一人称複数形がどのように両言語

で翻訳されているかを確かめる。4では、1998 年に Guillou によって執筆された Vägen till Jerusalem という騎

士に関する小説に現れた時代ことばを検証する。5 では、『騎士団長殺し』のスウェーデン語訳における「騎士団

長」の話し方について検討する。6では、『1Q84』における「ふかえり」の発話の中で、平家物語やバッハの声楽

曲の歌詞が現れる場面を取り上げ、その翻訳の方略を確認する。 

 第 4章は終章であり、論文全体のまとめを行う。 

 

 



【論文審査の結果の要旨】 

 本論文では、スウェーデンにおける聖書の翻訳史を振り返り、1541 年に刊行され、1917 年まで使用され続けた

『グスターフ・ヴァサ聖書』が資料として適切であるとした。スウェーデンの多くの人々は、毎週日曜日に教会に

行き、この聖書を学んでいるため、聖書独自の表現をよく知っているからである。聖書独自の言葉遣い＝〈聖書

語〉が、スウェーデン語における時代ことばの有力な候補となるという仮説のもと、聖書に用いられて現代語とは

異なる人称代名詞の語彙や動詞、接続詞、否定辞等の語彙を洗い出している。その上で、フィクションに用いられ

る時代ことばに〈聖書語〉と共通の要素が見られるかどうか検証している。具体的には、ストリンドベリの Ett 

Drömspel（『夢の劇』）に登場するアングネスという人物の発話である。アングネスの父はインドラという神であ

る。アングネスは人間界にいる時は、人間と同様に、現代の話し言葉的な表現を用いるが、インドラの娘と知られ

たあとは、〈聖書語〉と普通の表現を使い分けるようになっている。この観察から、聖書の言葉遣いがスウェーデ

ン語の時代ことばの資源であるという仮説の妥当性が有効であることが示されたと考えられる。この他、村上春

樹の一連の小説に登場する古風な話し方をする登場人物の台詞や、古典の引用等において、スウェーデン語の翻

訳にどのような工夫が見られるかを詳細に検討するなど、翻訳の実践においても有用な分析を積み重ねている。 

 一方で、いくつかの点で問題も指摘できる。「時代ことば」「聖書語」など、本論文にとって重要な用語が、定義

を経ぬまま用いられているので、論旨がつかみにくくなっている箇所がある。代名詞や呼称の整理において呼格

とその他の指示的格との区別がなされていないなど、言語学的に必要な配慮が為されていないため、分かりにく

い記述となっている面がある。対訳テキストを用いて両言語の違いについて検討する際、問題となる表現のみ取

り出して、日本語なら日本語のテキスト内部における体系性を十分つかみきれていない箇所がある。単発の論文

を博論としてまとめ直した際に、記述や引用の重複があるのを十分に修正し切れていない箇所もある。その他、い

くつかの理由で読みにくさを生じさせている箇所が残ってしまっていることは否定できない。今後、慎重な修正

が求められる所以である。 

とは言え、日本語の役割語の理論を土台にして、かつてないスウェーデン語の役割語研究の基礎を示したとい

う点で、本論文が持つ価値は小さくない。ことに、聖書の翻訳を基盤として時代ことばについて考察することの有

用性が示し得た点は十分評価に値する。この点において、学位申請論文としてふさわしいものと結論づける次第

である。 


